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これまでの取組み

１ 概要

やまぐち森林づくり県民税関連事業については、荒廃したスギやヒノキの人

工林の再生を目指す「公益森林整備事業 、繁茂した竹林の整備を行う「竹繁」

茂防止緊急対策事業」など４つのハード事業から構成される「健全で多様な森

林づくりの推進」と、本事業の展開に不可欠である県民の理解促進を図るため

のソフト事業として「県民との協働による森林づくりの推進」を柱として実施

することとした。

《平成18年度までの２年間の事業実績（見込 》）
（単位；千円）

２年間の平成17年度 平成18年度 ５年間の区分 事業実績
整備目標実績 実績 見込 （見込）（ ）

健全で多様な森林づくりの推進（ハード事業）

整備面積 335.85ha 346.63ha 682.48ha

公益森林整備事業 2,500ha

事業費 166,974 174,985 341,959

整備面積 159.60ha 166.37ha 325.97ha

竹繁茂防止緊急対策事業 ― ha 159.60ha 159.60ha 300ha再 生 竹 除 去 面 積

事業費 66,309 160,015 226,324

整備箇所 ３箇所 ３箇所 ６箇所

やすらぎの森整備事業 15箇所

事業費 29,999 30,000 59,999

整備面積 ２ha ２ha ４ha
魚つき保安林等

10ha
海岸林整備事業

事業費 4,998 5,000 9,998

県民との協働による森林づくりの推進（ソフト事業）

県民との協働による
事業費 7,459 5,000 12,459

百年の森づくり推進事業

事業費計 275,739 375,000 650,739

（注１）平成17年度事業実績の詳細は、平成17年度やまぐち森林づくりレポート（平成18年10月公

表）を参照。

（注２）平成18年度事業実績の詳細は、今後、税収額等を精査した上で、平成18年度やまぐち森林づ

くりレポートを作成し、公表する。
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２ 健全で多様な森林づくりの推進（ハード事業）

荒廃したスギやヒノキの人工林の再生を行う公益森林整備事業をはじめとす

る４種の森林整備事業に取り組み、計画どおり着実に事業を進めてきた。

(1) 公益森林整備事業

荒廃したスギやヒノキの人工林を対象に本数率で40％以上を伐採し、針葉

樹と広葉樹の混じり合った混交林へ誘導する本事業については、２年間で68

2.48haの整備を行った。

区分 平成17年度 平成18年度 ２年間の実績 摘要

整備面積 335.85ha 346.63ha 682.48ha

実施例

【概要】 （位置図）

場所 下関市大字吉見上字大谷

面積 0.27ha

、ヒノキ40年生の強度間伐
施行内容

林内の整理

（施行前） （施行後）

吉見駅

ＪＲ山陰本線

水産大学

国道191号
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(2) 竹繁茂防止緊急対策事業

水源地や公共施設、住宅地の周辺などにおける繁茂竹林を対象に、繁茂した

、 、竹の全伐と再生竹の除去を行い 自然林への回復を誘導する本事業については

２年間で325.97haの竹の全伐を行った。

また、平成18年度には平成17年度事業実施箇所の再生竹の除去を行った。

区分 平成17年度 平成18年度 ２年間の実績 摘要

竹の全伐 159.60ha 166.37ha 325.97ha

再生竹の除去 ― ha 159.60ha 159.60ha

実施例

【概要】 （位置図）

場所 周南市大字夏切字才兼

面積 0.99ha

スギ、広葉樹林に侵入した
施行内容

竹の伐採、林内整理

（施行前） （施行後）

和田

和田小学校

国道376号

米光
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(3) やすらぎの森整備事業

県民の皆様が身近な場所で森林とふれあい、森林の持つ多面的な機能を理解

していただくための場づくりの整備を行う本事業については、２年間で６箇所

の整備を行った。

区分 平成17年度 平成18年度 ２年間の実績 摘要

光市伊藤公記念館周辺

山口市徳地長者ヶ原

宇部市霜降山
整備箇所 ３箇所 ３箇所 ６箇所

下関市豊北町大浦岳

長門市仙崎青海島

萩市椿東田床山

実施例

【概要】 （位置図）

山口市徳地大原東場所 （ ）森林セラピー基地区域内

名称 長者ヶ原

整備区域 5.10ha

植栽 ケヤキ20本、イロ

ハモミジ20本、エゴノキ

20本、ナツツバキ20本施行内容

東屋１棟、ベンチ３基

案内板１基、樹名板18枚

指導標３基

（植栽及び樹名板） （東屋及び案内板）

大原湖

国立青少年自然の家
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(4) 魚つき保安林等海岸林整備事業

松くい虫や台風などの被害により荒廃が著しい魚つき保安林等の海岸林の再

生整備を行う本事業については、２年間で４haの整備を行った。

区分 平成17年度 平成18年度 ２年間の実績 摘要

（ ）長門市仙崎青海島 1.40ha

萩市櫃島（0.60ha）
整備面積 2.0ha 2.0ha 4.0ha

（ ）宇部市西岐波白土 1.50ha

萩市大井鵜山（0.50ha）

実施例

【概要】 （位置図）

場所 宇部市西岐波白土

面積 1.50ha

抵抗性きらら松 196本
施行内容

防風垣設置 20ｍ

（施行前） （施行後）

ＪＲ宇部線

床波駅

国道190号

丸尾駅
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３ 県民との協働による森林づくりの推進（ソフト事業）

(1) 周知活動

県内の公共施設等を中心としたポスターの掲示やリーフレットの配布、新聞

広告や県広報誌などを通じて広報活動を行うとともに 「やまぐち森林づくり、

の日」の制定や、これと合わせた「やまぐち森林づくりフェスタ」の開催、や

まぐち森林づくりレポートの作成・公表など各種活動を実施し、制度の導入目

的や内容などの周知を行った。

また、このような取組みに当たっては、やまぐち森林づくり推進協議会をは

じめとする幅広いご意見を伺いながら進めるとともに、パブリシティなどを通

じた周知活動を積極的に進めた。

なお、平成18年度の県政世論調査（調査時点：例年５月）における「やま

ぐち森林づくり県民税」の周知率は34.3パーセントであった。

実施例

パネルやリーフレット等を活用した広報活動

◆イベント会場でのパネル展示 ◆県民税事業を紹介するリーフレット

◆やまぐち森林づくりレポート ◆ニュースレター創刊号
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実施例

やまぐち森林づくりフェスタの開催

１ 開催日時：平成18年10月22日（日曜日） 午前10時から午後３時まで

２ 開催場所：周南市和田 周南市立和田小・中学校グランド

３ 来場者数：3,000人（目標：1,000人）

◆和田小・中学校児童・生徒による ◆1,000人の森林づくりメッセージ

森林づくり宣言

◆森林づくり県民税のパネル展示 ◆県民楽団バンブーオーケストラ演奏

◆小枝の木工クラフト体験 ◆竹炭ペイント体験

（参考）平成17年度やまぐち森林づくりフェスタ；下関市深坂自然の森 来場者数：2,500人
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(2) やまぐち森林づくり推進協議会の設置

県民税関連事業の実施に当たっては、県民の皆様のご意見を反映するため、

有識者や公募委員から構成される「やまぐち森林づくり推進協議会」を設置し

て、意見をお聴きしながら進めた。

なお、事業の進捗に合わせ、平成17年度は計４回、平成18年度は計３回の

協議会を開催した。

実施例

やまぐち森林づくり推進協議会の開催状況

◆協議の状況 ◆現地視察の状況

(3) モデル林等の活用

公益森林整備事業や竹繁茂防止緊急対策事業の内容や効果を県民の皆様に周

知し、理解していただくために、公益森林整備事業、竹繁茂防止緊急対策事業

のそれぞれについて県内16箇所にモデル林の設置を行った。

また、やすらぎの森やモデル林の開設と合わせて、各種参加行事を行った。

実施例

モデル林の設置

◆公益森林整備事業のモデル林 ◆竹繁茂防止緊急対策事業のモデル林
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実施例

事業地を活用した取り組み

◆モデル林でのタケノコ採り ◆やすらぎの森での樹木観察会

(4) 報道発表など

各種事業の実施時期などに合わせたプレスリリースを行い、パブリシティを

通じた周知にも努めた。

区分 プレスリリース 新聞報道 テレビ報道 摘要

平成17年度 計26回 延べ39回 延べ22回

平成18年度 計47回 延べ57回 延べ30回



- 10 -



- 11 -

平成19年度事業実施計画

１ 概要

やまぐち森林づくり県民税関連事業の平成19年度事業については、平成18

年度第３回推進協議会において協議し了解を得た事業計画に基づき、各市町か

らの要望調査等の結果を踏まえ、次表のとおり実施することとしたい。

《平成19年度事業実施案》

平成19年度事業量 平成17年度平成19年度 ５年間の項目 平成18年度予算額 整備目標
計画量 要望量 事業実績計整備量 案（ ）

（ ）千円

健全で多様な森林づくりの推進（ハード事業）

公益森林整備
570ha 588ha 286,000 682.48ha 2,500ha570ha

事業

竹繁茂防止
68ha 72ha 96,903 325.97ha 300ha68ha

緊急対策事業

やすらぎの森
３箇所 19箇所 30,000 6箇所 15箇所3箇所

整備事業

魚つき保安林等
２ha 6.5ha 5,000 4ha 10ha２ha

海岸林整備事業

県民との協働による森林づくりの推進（ソフト事業）

《森林づくりフェスタの開催（案 》）

（ ）県民との協働に 開催期日：平成19年10月28日 日

―よる百年の森づ 5,000開催場所：宇部市

開催規模：1,000人程度くり推進事業

計 422,903

（注）平成19年度の竹繁茂防止緊急対策事業は、竹林の伐採（68ha）と平成17年度事業実施箇所（1

59.60ha）と平成18年度事業実施箇所（166.37ha）における再生竹の除去（325.97ha）を実施。
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２ 健全で多様な森林づくりの推進（ハード事業）

公益森林整備事業、竹繁茂防止緊急対策事業などハード整備関係４事業につ

いては次のとおり実施することとしたい。

(1) 公益森林整備事業

水源のかん養や県土の保全など森林の持つ多面的機能の早期回復が求められ

る荒廃したスギやヒノキの人工林を対象に、本数率で40％以上を伐採し、針

葉樹・広葉樹の混じり合った混交林へ誘導する本事業については、市町からの

要望調査の結果を踏まえ、次のとおり実施する。

① 市町からの要望量調査の結果

各市町から、①地域事情、②事業の緊急性、③事業実施の可能性等を踏まえ

て要望量の調査を実施したところ、次表のとおり計画量を３％超える結果とな

った。

平成19年度計画事業量 市町要望事業量 対比 備考（ａ） （ｂ） （ｂ/ａ）

570ha 588ha 103％

② 事業実施（案）

ⅰ) 超過量は大幅でないことから、平成19年度の実施事業量は当初の計画

事業量どおり570haとする。

、 、 、ⅱ) 各地域別の事業実施量は 各市町からの要望を基に 圏域間のバランス

調整基準に沿って精査し、実施案（p.13）を策定した。

《調整基準》

１ 各圏域ごとに、①市町要望量と②市町別の水土保全林内の私有林における36年生以上のス

ギ・ヒノキ人工林の割合から求めた平成19年度基準値を比較。

２ 次の調整率を基に圏域別及び市町別に調整を実施。

区分 調整率

圏域別要望量≦H19基準値 1.0

1.0倍程度 1.0
圏域別要望量＞H19基準値

1.5倍程度 0.8

（注）本事業は、 県、ダム上流域、河川源流域の荒廃したスギ、ヒノキの人工林を対象に

市町、対象森林の所有者の間で三者協定を締結し、40％以上の強度間伐を実施。所有者は整

備後20年間は皆伐をしないことが条件。
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公益森林整備事業実施（案）

① ② ①／② ③ ④(①×③)
圏域 市町名

（ ） （ ） （ ）市町要望量 ha H19基準値 ha 対比 調整率 計画量案 ha

124.00 145.74岩国市

0.25 0.47岩国 和木町

124.25 146.22 0.85 1.00 124.25小計

1.00 2.61柳井市

4.90 2.94周防大島町

－ 0.37柳井 上関町

1.00 1.07平生町

6.90 6.99 0.99 1.00 6.90小計

93.00 113.97周南市

12.00 8.38下松市

8.00 2.21周南 光市

0.10 0.55田布施町

113.10 125.11 0.90 1.00 113.10小計

55.00 52.63山口市

2.00 1.37防府市

24.00 23.22山口 美東町

18.00 16.50防府 秋芳町

30.00 28.51阿東町

129.00 122.22 1.06 1.00 129.00小計

6.00 11.93宇部市

宇部 5.00 1.46山陽小野田市

小野田 32.00 30.02美祢市

43.00 43.40 0.99 1.00 43.00小計

54.50 33.51下関市
下関

54.50 33.51 1.63 0.80 43.60小計

35.50 21.17長門市
長門

35.50 21.17 1.68 0.80 28.40小計

75.00 63.38萩市

7.00 8.00萩 阿武町

82.00 71.38 1.15 1.00 81.75小計

588.25 570.00 1.03 570.00計
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(2) 竹繁茂防止緊急対策事業

水源林や公共施設、住宅地の周辺などにおける繁茂竹林を対象に、繁茂した

竹の全伐と再生竹の除去による継続的な管理を行うことにより、自然林への回

復を誘導する本事業については、市町からの要望調査の結果を踏まえ、次のと

おり実施する。

① 市町からの要望調査の結果

各市町から、①地域事情、②事業の緊急性、③事業実施の可能性等を踏まえ

て要望量の調査を実施したところ次表のとおり計画量を５％超える結果となっ

た。

平成19年度計画事業量 市町要望事業量 対比 備考（ａ） （ｂ） （ｂ/ａ）

68ha 72ha 105％

② 事業実施（案）

ⅰ) 超過量は大幅でないことから、平成19年度の実施事業量は、当初の計

画事業量どおり68haとする。

ⅱ) 各地域別の事業実施量は、市町からの要望を基に、圏域間のバランス、

調整基準に沿って精査し、実施案（p.15）を策定した。

《調整基準》

１ 各圏域ごとに、①市町要望量と②市町別の水土保全林内の私有林における竹林の割合から求

めた平成19年度基準値を比較。

２ 次の調整率を基に圏域別及び市町別に調整を実施。

区分 調整率

圏域別要望量≦H19基準値 1.0

1.0倍程度 1.0

圏域別要望量＞H19基準値 1.2倍程度 0.9

1.3倍程度 0.8

ダムや身近な生活の場等の周辺の繁茂した竹林を対象に、県、市町、対象（注）本事業は

竹林所有者の間で三者協定締結し、竹の伐採と再生竹の伐採（竹の伐採の後、再生する

新たな竹を３年間全伐）を行うもの。対象竹林の所有者は９年間、竹林として使用しな

いことが条件。
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竹繁茂防止緊急対策事業実施（案）

① ② ①／② ③ ④(①×③)
圏域 市町名

（ ） （ ） （ ）市町要望量 ha H19基準値 ha 対比 調整率 計画量案 ha

4.00 3.62岩国市

－ 0.11岩国 和木町

4.00 3.74 1.07 1.00 3.80小計

1.36 1.70柳井市

0.68 0.77周防大島町

0.68 0.39柳井 上関町

0.68 0.72平生町

3.40 3.59 0.95 1.00 3.40小計

9.00 8.78周南市

2.00 2.18下松市

3.00 2.73周南 光市

0.60 0.86田布施町

14.60 14.55 1.00 1.00 14.60小計

4.00 3.68山口市

3.00 0.74防府市

1.00 1.55山口 美東町

2.00 2.06防府 秋芳町

1.00 2.33阿東町

11.00 10.36 1.06 1.00 10.87小計

4.00 2.76宇部市

宇部 1.00 0.48山陽小野田市

小野田 6.00 5.36美祢市

11.00 8.60 1.28 0.80 8.80小計

11.70 10.44下関市
下関

11.70 10.44 1.12 0.90 10.53小計

7.00 7.77長門市
長門

7.00 7.77 0.90 1.00 7.00小計

7.50 7.71萩市

1.50 1.26萩 阿武町

9.00 8.97 1.00 1.00 9.00小計

71.70 68.00 1.05 68.00計
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(3) やすらぎの森整備事業

広く県民が森林とふれあえる場となる生活に身近な森林の整備等を行う本事

業については、市町からの要望調査における対象箇所を踏まえ、次のとおり実

施する。

① 事業実施箇所の選定

ⅰ) 本事業については、各年度３箇所の整備を想定し、５ヵ年間で15箇所

の整備を計画している。

ⅱ) 市町からの要望を踏まえ、①計画の具体性、②事業効果、③他事業等と

の相乗効果の高い箇所を優先して選定する。

② 事業実施（案）

事業実施箇所の選定の結果、次の３箇所において事業を実施する。

市町名 所在地 名称 事業内容

柳井市 柳井 琴石グリーンパーク 景観整備、遊歩道、東屋

周南市 須々万 ふれあいの森 景観整備、バリアフリートイレ、遊歩道

下関市 菊川町 多武の峰公園 景観整備、野外卓、ベンチ等
と う の み ね

（注１）本事業は生活環境保全林等を対象に森林景観や休憩施設、遊歩道等の整備。

（注２）市町からの要望箇所については次ページを参照。

(4) 魚つき保安林等海岸林整備事業

荒廃が著しい魚つき保安林等の海岸林の整備を行う本事業については、市町

からの要望調査による対象箇所を踏まえ、次のとおり実施する。

① 事業実施箇所の選定

ⅰ) 本事業については、各年度２haの整備を想定し、５ヵ年間で10haの整

備を計画している。

ⅱ) 市町からの要望を踏まえ、①計画の具体性、②緊急性、③事業効果の高

い箇所を優先して選定する。

② 事業実施（案）

事業実施箇所の選定の結果、次の２箇所において事業を実施する。

市町名 所在地 面積（ha） 事業内容

長門市 西深川小松原 0.50 抵抗性きららマツの植栽

阿武町 奈古松原 1.50 抵抗性きららマツの植栽、防風垣の設置

（注）市町からの要望箇所については次ページを参照。
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参 考

◆やすらぎの森整備事業（要望箇所一覧表）

圏域 市町名 所在地 名称 整備年度 摘要

岩国市 奥ヶ迫 玖珂町総合公園

岩国 岩国市 六呂師 高照寺山

岩国市 宇佐郷 深谷狭温泉清流の里

柳井 柳井市 柳井 琴石グリーンパーク 19年度 景観整備、遊歩道、東屋

光市 束荷 伊藤公記念館周辺 17年度 植栽、遊歩道、展望広場等

周南 周南市 須々万 ふれあいの森 19年度 景観整備、ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ等

下松市 笠戸 家族旅行村

山口市 大原東 長者ヶ原 17年度 植栽、東屋、ベンチ等（森林ｾﾗﾋﾟｰ基地周辺）

山口 山口市 上宇野令 兄弟山

防府 山口市 東 草山公園

阿東町 嘉年 十種ヶ峰

宇部 宇部市 川上 霜降山（生活環境保全林） 17年度 エコトイレ

小野田 有帆 菩提寺山山陽小野田市

下関市 豊北町 大浦岳（生活環境保全林） 18年度 景観整備、遊歩道、東屋

下関市 蒲生野 深坂公園
下関

下関市 豊田町 華山

下関市 菊川町 多武の峰公園 19年度 景観整備、野外卓、ベンチ

）長門市 仙崎 青海島（生活環境保全林） 18年度 景観整備 遊歩道、 （ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ

長門 長門市 三隅中 千年の森

長門市 日置中 二位ノ浜

萩市 椿東 田床山（生活環境保全林） 18年度 景観整備、遊歩道、ベンチ

萩市 下田万 宇生

萩 萩市 佐々並 長小野

萩市 紫福 戸弥谷

阿武町 福田下 手間ヶ谷

計 13市町 25箇所

◆魚つき保安林等海岸林整備事業（要望箇所一覧表）

圏域 市町名 所在地 面積（ha） 整備年度 摘要

周南 下松市 笠戸 0.50

宇部市 西岐波白土 1.50 18年度 抵抗性きららマツ植栽、防風垣宇部小野田

下関市 豊北町角島 2.00

下関 下関市 神田上 0.50

下関市 阿川 0.50

長門市 西深川小松原 0.50 19年度 抵抗性きららマツ植栽

長門 長門市 油谷町大浜 0.50

長門市 仙崎青海島 1.40 17年度 抵抗性きららマツ植栽

萩市 櫃島 0.60 17年度 抵抗性きららマツ植栽、防風垣

萩市 大井鵜山 0.50 18年度 抵抗性きららマツ植栽、防風垣
萩

萩市 椿東大渡 0.50

阿武町 奈古松原 1.50 19年度 抵抗性きららマツ植栽、防風垣

計 ６市町 10.50

（注）平成19年度事業実施予定箇所： 、平成17年度・平成18年度事業実施箇所：
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３ 県民との協働による森林づくりの推進（ソフト事業）

県民税導入３年目となる平成19年度においては、税の導入目的や税制度の

内容などについて県民への一層の周知を図るとともに、具体的な税の使途につ

いて理解促進を図るため、引き続き税関連事業地を活用した周知活動などに取

組むこととしたい。

(1) やまぐち森林づくりフェスタの開催

森林の重要性や森林整備の必要性 「やまぐち森林づくり県民税」の新たな、

取組みなどについて、県民の共通理解を得るための中核となる周知啓発行事と

して「やまぐち森林づくりフェスタ」を開催する。

開催概要（案）

１ 開催時期：平成19年10月28日（日曜日）

２ 開催場所：宇部市

３ 開催規模：参加目標人数 1,000人程度

４ 実施体制：県・宇部市・関係団体等で構成する実行委員会を設置し実施する。

５ 開催内容

(1) 開会行事（オープニングイベント）

(2) 周知行事（森林の重要性や県民税の理解促進のためのイベント）

(3) 体験行事（森林への関心の喚起や森林を活用したイベントの開催）

(4) 物産販売等（地域特産・林産物販売、昼食販売等）

６ そ の 他：地域行事の連携開催（９月～11月）

（参考）やまぐち森林づくりフェスタ来場者数 平成17年度；2,500人、平成18年度；3,000人

(2) 周知活動

広報ツールやパブリシティを積極的に活用し、税の導入目的や税制度の内容

などについて幅広い県民への周知を行うとともに、タケノコ採りなど事業実施

箇所を活用した取組みを行うことで、税の導入目的や税制度の内容などについ

て、県民への一層の周知を図る。

また、このような取組みについては、やまぐち森林づくり推進協議会をはじ

めとする幅広い県民の皆様のご意見を反映しながら進める。

周知活動の内容等は次のとおりである。
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周知活動の実施案

１ 広報ツールを活用した周知活動の実施

(1) 県の施設や民間企業・消費者団体、各種イベント等における周知パネルの展示

(2) 県や市町の関係施設等へのリーフレットの配布

(3) 森林所有者への事業紹介チラシの配布

(4) ニュースレター「森林づくりニュース」の発行

(5) やまぐち森林づくりレポートの作成・公表

２ 税関連事業の事業地を活用した周知活動の実施

(1) 公益森林整備事業地を活用した現地説明会の開催

(2) 竹繁茂防止緊急対策事業地を活用したタケノコ採り（実施済み）の開催

(3) やすらぎの森整備事業完成記念行事の開催

(4) モデル林の周知と現地見学会の開催

(5) 事業地で伐採された木材や竹材を各種イベント等で活用

(6) 展示林の設置と看板の掲示

３ やまぐち森林づくり推進協議会の開催

(1) 平成19年度 ３回開催予定

(2) 県のホームページで協議内容等を掲載

４ その他の広報活動

(1) きらら物産・交流フェアなどのイベントに合わせた周知活動

(2) 県政出前トークの活用促進

(3) 県政放送等（県広報誌「ふれあい山口」の活用、新聞広告等）や市町、森林組合広報

誌などへの掲載

(4) プレスリリースなどを積極的に活用し、引き続きパブリシティを通じた周知を促進

(5) 県政世論調査による周知度の測定等を行い、周知活動に反映


